
'Sleep Kill Those Pretty Eyes':

アナモルフォーズのクレシダ像

蒲池美鶴

正面から見た時と斜めから見た時では、絵の中の物体の形がすっかり違って

見える、というアナモルフォーズのトリックを、シェイクスピアはその作品の

中でしばしば使っている。特に批評家が「問題劇」と呼ぶ作品においては、そ

の視覚の操作があまり巧妙なので、正面から見た人はあれはAだと言い、斜め

から見た人はBだと主張して、侃々諾々の論争が起きている感がある。

ところが、実はAを主張する人の無意識の中にも、一瞬垣間見たBの映像が

はいりこんでいるために、深い所ではAの像が揺らぎ始めているのである。同

じくBを主張する人の意識下にもAは巣くい、実はたいへんに曖昧でファジー

な像が、揺れながら深層心理の中に浮かぶことになる。

さらに図像はA、Bだけとは限らない。角度を変えていくにつれて、あるい

は鏡やガラスの円筒を使うことによって、C、D、E…と異なった図像が次々

に現われるとき、我々の認識の混乱の度はさらに増していく。その意味では、

アナモルフォーズというよりホログラムの像に近いかもしれない。本来はっき

りと描かれたはずの一つの図像が、刻々とプロテウスのように変化していく。

問題劇を読む場合の一種の気持ち悪さ、眩量に似た感覚はここに起因している

のだろう。

そういった不思議な効果を持つアナモルフォーズのうちでも、特に巧みなト

リックの一つを『トロイラスとクレシダ』の中からとりあげて分析してみたい。

正面から見ればすやすやと眠るかわいい赤ん坊の図、でも次第に視点を移して
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いくと、あるいは特殊な鏡を使って見れば、思いがけない図柄が次々と浮き上

がってくる、という不気味なアナモルフォーズである。

この遊びの背後に存在するのは、眼(eye)=自己(I)の酒落が常に捏起し

続ける問題-我々の「眼」は、はたして本当の「自己」の姿を見ることがで

きるのだろうか、という疑問である。これこそが本物のクレシダだ、と言える

図像はもはや存在せず、単純に肯定する(aye)ことも否定する(nay)こと

もできない世界に我々は飲み込まれていく。`Thisis,andisnot,Cressid!,

(Ⅴ.ii.146)というトロイラスの魂の叫びを聞きながら、4幕2場に出てく

る一行の台詞を吟味していこう。

初めて一夜を共にした翌朝、トロイラスがクレシダに向かって言う、`Sleep

killthoseprettyeyes,-「眠りがそのかわいい眼を殺してくれますように」

-は奇妙な台詞である。なぜここでトロイラ.スはあえて`kill,という言葉を

使うのか。まずこの一行を文脈の中に戻して考えてみよう。門のところまで送

って来ようとするクレシダをトロイラスがおしとどめようとする場面である。

7bilus.′Tobed,tObed!Sleepkillthoseprettyeyes,

Andgiveassoftattachmenttothysenses

Asinfantsemptyofal1thought!

Cressida.Goodmorrow,then.

7省Pilus.Ipritheenow,tObed!

Cressida.Areyouawearyofme?

nvilus.OCressida!Butthatthebusyday,

Wakedbythelark,hathrousedtheribaldcrows,

Anddreamingnightwillhideourjoysnolonger,

Iwouldnotfromthee.

CYeSSida.Nighthathbeentoobrief.

7bilus.Beshrewthewitch!Withvenomouswightsshestays

Astediouslyashell,butfliesthegraspsoflove
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Withwingsmoremomentary-Swiftthanthought.

Youwillcatchcold,andcurseme.

トロイラス:さ、早く寝床にお戻り。眠りがそのかわいい眼を殺して、

無心の赤ん坊のようにそっと感覚をなくしてくれますように。

クレシダ:じゃあ、お元気で。

トロイラス:お願いだ、早く寝床へ。

クレシダ:私がいやになったの?

トロイラス:ああ、クレシダ!ひばりに起こされた忙しい昼が

口汚い烏の目をさまし、夢見る夜も僕らの喜びをもう

隠してくれようとしないのだ。そうでなかったら、

お前から離れたりなどするものか。

クレシダ:夜はほんとに短かったわ。

トロイラス:あのいまいましい魔女め!毒々しいやつらのためなら

地獄のように長々と居すわるくせに、恋人達がつかまえようと

すると、思いよりも速く羽をはばたいて飛んでいってしまう。

風邪をひいて僕をうらんでも知らないぞ。 (IV.ii、4-15)

後朝の歌に全くふさわしくない`kill'という言葉にとまどった学者や文人達

の中には、これを別の言葉に変えてしまった者もある。例えばDrydenは

1679年の改作の中で`seal,に変えてきれいに辻複を合わせているし、Lettsom

はなんと`kilPを`lull'にしてしまう。`Sleeplullthoseprettyeyes'となると、

次の5行目の`soft,、6行目の`infants,という言葉と響き合って、「無心に眠

る赤ん坊」という、いかにも優しく甘いクレシダ像が浮かび上がる。

現代の編集者でも、JohnDoverWilsonやGaryTaylorらは、この`lull,

の方を採用している1)。`1ull,に根強い人気があるのは、「無心に眠る赤ん坊」

という図像が恋人達の会話にふさわしい、という期待があるからだろう。`in-

fancy'という言葉を無垢や真実と結びつけて使ってきたトロイラス自身、こ

こで言おうと思っていた言葉は`lull'のほうだったのかもしれない2)。

ところが、クォート版(1609)でもフォリオ版(1623)でも、ここには

`kilPとはっきり書かれている。もし、`kill'という言葉が、`1ull,のかわりにト
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ロイラスの口から飛び出したいわゆる`slipofthetongue'だったとすれば、

たいへん面白い、そして重大な言い間違いだということになる。`kill,はトロ

イラスの心の中の暗い洞窟をのぞき込むためのかっこうの入り口を示してくれ

るからだ。また、特殊なアナモルフォーズの鏡を用いれば、その中にうごめい

ている怪物たちの姿を映しだすことができるかもしれない。それらは、トロイ

ラスの、ひいては私達観客の無意識の内に潜む怪物たちなのである。

それでは、`kill,という言葉を軸にして前後を反転させる特殊な鏡を使って、

洞窟の闇の中を照らしてみよう。まず、`Sleepkill'という奇妙な表現は、こ

の鏡の中では`ki11Sleep'となる。「眠りを殺す」というこの表現ですぐに思い

だされるのは、言うまでもなくマクベスの世界である。`Glamishathmur-

ther'dSleep,andthereforeCawdor/Shallsleepnomore,Macbethshall

sleepnomore!'(Macbeth,II.ii.4卜42)というあのマクベスの叫びが聞こえ

てくるようだ。

眠るダンカン王を殺したために、「眠り」そのものを殺してしまい、もはや

眠ることができなくなったマクベス夫妻を思わせるイメージは、この他にもト

ロイラスの口から次々と出て来る。4幕2場9行目の`crows,,10行目の

`night',`hide',それに続く`night',`beshrewthewitch',`venomous',`hell,,

`cold',そして`curse'。

さらに決定的なのは、トロイラスが4行目と7行目で繰り返す`Tobed,tO

bed!'という言葉である。これは、罪の意識で眠れないマクベス夫人が夢遊病

の中で繰り返す悲痛な言葉をそのまま予言しているかのようだ。シェイクスピ

アの作品の中で`Tobedl,をこの様に繰り返すのはトロイラスとマクベス夫人

の二人だけである。また、このシーンのすぐ後に来る非常に効果的なノックの

昔(IV.ii.35,39)も、マクベス夫妻をおびやかすあのノックの音を思わせる。

それだけでなく、『マクベス』に登場する赤ん坊のイメージは、ほとんどい

つも死のイメージと結びついている。中でも特に恐ろしいのは、1幕7場のマ

クベス夫人の有名な台詞である。
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‥Ihavegivensuck,andknow

Howtender'tistolovethebabethatmilksme-

Iwould,Whileitwassmilinginmyface,

Havepluckedmynipplefromhisbonelessgums,

Anddashedthebrainsout‥,

=…私は赤ん坊にお乳をやったことがありますから、

この胸でお乳を飲む赤ん坊がどんなに可愛いか知っています。

でも、私に笑いかけている赤ん坊の

柔らかい歯茎から乳首をもぎ取り、

その脳味噌を叩きだしてみせましょう。‥…・ (朋bck的I.vii.54-58)

トロイラスの台詞の中の`emptyofallthought'が、マクベス夫人の

`dashedthebrainsout,と響き合ってしまうとき、「無心に眠る赤ん坊」とい

う一見安らかな図像は、この文脈の中で限りなく危うい存在としての陰りを帯

びてくる3)。

ここで注目したいのは、トロイラスが「あのいまいましい魔女」と呼ぶ、擬

人化された「夜」の図像である(図1)。当時「夜」は、翼を持った女性とし

て描かれ、しばしば「眠り」と「死」を現わす双子の赤ん坊を抱いた姿で示さ

れた。カルターリの描くこの図の中で、左腕に抱かれて眠っている白い赤ん坊

は「眠り」、右腕に抱かれ、身をおこして眼を見開いている黒い赤ん坊は

「死」である。「夜」は、「死」の赤ん坊のほうをいとしげに見つめている。

「無心に眠る赤ん坊」というクレシダ像を描いたトロイラスは、それが安ら

かな「眠り」の白い赤ん坊だと信じていたはずだ。ところがふと角度が変わる

と、その同じ図が、眼を見開いた「死」の黒い赤ん坊の方に変貌する。これは

トロイラスの心の奥底に潜む怖れ、あるいは願望を表わしているのかもしれな

い。3幕2場で彼が、クレシダとの逢う瀬を、地獄の川ステイクスを渡ること

にたとえたのが思いだされる(III.ii.9-10)。また、1幕1場でクレシダが

`fair,と`dark,,`white'と`black'の両方の言葉で描かれていることも意義深
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い4)。クレシダは、白い赤ん坊から黒い赤ん坊に入れ替わるだけでなく、その

二人を二つの腕の中で巧みにすりかえる「夜」の魔女へと変身するのだ。これ

が、`Sleepkillthoseprettyeyes'というホログラムの図像で使われた第一の

トリックである。

では、その「夜」と二重映Lになりながら次に浮かんでくる図像は何か。彼

女の衣に、沢山の星がちりばめられているところに注目したい。この姿は、そ

の体中に無数の眼をつけた怪物、アルゴスに似てはいないだろうか(図2)。

夜空の星を「夜の眼」と呼ぶところから、アルゴスは「夜」の擬人化だという

説もある。さらに興味深いことにこの怪物は、あの「眠りがその眼を殺す」と

いう表現がそのままあてはまるような運命をたどっているのだ。

彼は全身に百個の、あるいは無数の眼をつけていて、いつもそのうちのどれ

かは目覚めていたため、牛に変えられたイオの見張りをするようへーラに申し

渡された。ところが、ゼウスの命令を受けたヘルメスがアルゴス退治にやって

来る。彼は巧みな手段でアルゴスの眼をすべて眠らせ、その首を打ち落とすの

である。まさに眠りがアルゴスの眼を殺してしまったことになる。

『トロイラスとクレシダ』の1幕2場で、エイジャックスが「盲目のアルゴ

ス」にたとえられるのを聞いてクレシダは笑う(I.ii.29-32)。しかし実はク

レシダ自身、そればかりか劇中人物のほとんどが盲目のアルゴスに変身してし

まうのである。これについては以前に小論を書いたが5)、そのごく一部をかい

つまんで述べておこう。恋人の眼はふつう、愛の光を放つ光源や心の中をのぞ

き込むための窓にたとえられるが、クレシダの眼は、トロイラスの姿を映しだ

す割れた不透明な鏡にすぎない(I.ii.296)。クレシダの全身を「怖れ」とい

う名の無数の張がおおっていて、その眼がふたりの「恋の泉」の中に見るのは

水よりもむしろ濁った澱ばかりだ(III.ii.65T67)。彼女の眼に恐怖を感じなが

らもそれを認めようとしなかったトロイラスは、有名な裏切りの場面で、その

眼が真二つに割れる様子を目撃することになる。
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Troilus,farewell!Oneeyeyetlooksonthee,

Butwithmyhearttheothereyedothsee.

Ah,POOrOurSeX!ThisfaultinusIfind,

Theerrorofoureyedirectsourmind;

Whaterrorleadsmusterr-0,thenconclude,

Mindsswayedbyeyesarefullofturpitude.

トロイラス、さようなら。一方の眼はまだあなたを見ているけれど、

もう一つの眼は心と一緒に別の方を見ているわ。

ああ、女ってだめね。眼が間違いをおかせば、

心もそれに従ってしまう。間違いに手を引かれれば

間違うのはあたりまえ。結局こういうことなのね、

眼に支配される心は悪に支配されるしかない。 (V.ii,107-112)

クレシダの最後の言葉となるこの台詞を聞いた瞬間、彼女の眼も、そして、

その[ai]という発音のためにいつも「眼」と同一視される「自己のアイデン

ティティー」も、トロイラスの心の中で音を立てながら粉々に砕けていく。こ

こに至って初めて、トロイラスはクレシダのもう一つの姿をはっきり認識する

わけだが、実は4幕2場で、`Sleepkillthoseprettyeyes'とつい言った時す

でに、盲目のアルゴスに変身するその姿を無意識のうちに予言してしまったの

ではないだろうか。これが、この文の陰にシェイクスピアが用意した第二の図

像だと考えられる。

こうして百眼の怪物が登場すると、`kill'と`eyes'の響き合いは、さらに恐

ろしげな眼の怪物たちを呼び寄せてしまう。`Sleepkillthoseprettyeyes'と

いう文に再び、`kill,を軸として前後を反転させるあのアナモルフォーズの鏡

を、少し角度を変えて掲げてみよう。先程は前半が映しだされて`Sleepkill'

が`killSleep'へと反転したが、今度は後半の`kill…eyeS'が、`eyes‥.kill,

となる。「眼が殺す」-その視線だけで人を殺すことのできる怪物が、アル

ゴスの背後にじっと身を潜めているのが見えてくる。あのメデューサである。

冥界と夜の闇を象徴するゴルゴンの三人姉妹のなかで、ただ一人不死身では
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なかったメデューサは、ベルセウスによって退治される。アルゴスと同じく眠

っている間に、それもヘルメスから贈られた剣で首を打ち落とされるのである。

彼女はもともと美しい少女だったが、アテナイと美を競ったため、女神の怒り

にふれてしまった。とくに自慢の種だったその髪は蛇に変えられ、恐ろしい形

相になったその日に見つめられた者は皆石になったという。

クレシダと一夜をすごしたトロイラスは、彼女の美しい日が実は、こちらの

心を石に変えるような冷たい目であり、愛よりもむしろ呪いをなげかけるよう

な目だと感じたのではないだろうか。

もう一度4幕2場に戻ってみよう。10行目は`Anddreamingnightwil

hideourjoysnolonger'となっているが、これはクォート版に従った読み方

である。実はフォリオ版によると`joys'のところは`eyes'に変わり、`dream-

ingnightwillhideourのノeSnOlonger'となる。二人の眼は夜の闇に怪しく光

る猛獣の眼か、`venomouswights,が闇の中で握る短剣のきらめきを思わせる。

またその後の`astediouslyashell'は、フォリオ版では`ashideousbJaShel1,

になっている。その前後の`witch,,`cold,,`curse'といった言葉とあいまって、

ここに隠された二人の眼のイメージは、まさにメデューサの眼におとらない殺

意に満ちているのである。

さらにトロイラスがクレシダの目を、`beautiful'でも`lovely'でもなく、

`pretty,と表現していることに注意したい。エリザベス朝時代の`pretty'とい

う言葉には、そのもともとの意味、すなわち`cunning'とか`wily'のニュアン

スが非常に色濃く残っていたからだ。クレシダ自身、劇中で自らの`wiles,(I.

ii.262)や`craft,(III.ii.153)に言及している。その日は奇麗だけれど、同

時に人をだましておとしいれる危険な目であり、男の心をとりこにしては破滅

させる娼婦の目に通ずるものだったのである。そういえば、`sleep',`kill',

`eye'という単語にはそれぞれ非常に色濃い性的なニュアンスが含まれている

ことが思い出される6)。

ここで、人を殺す目を持ったもう一匹の怪物、コカトリスの名前が、エリザ
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ベス朝では娼婦を意味する隠語として使われたことに注意したい(図3)。バ

シリスクとも呼ばれたこの怪物は、蛇または竜の体と三叉に分れた尾、鶏の頭

と脚を持っていた。その日の光に射すくめられた者、あるいはその毒に満ちた

息を吐きかけられた者はたちどころに死んだという。

ところがこのバシリスクにも思いがけない弱点があった。後ろからそっと近

づいて、その顔の前にいきなり鏡を突き出すと、自分自身の眼を鏡の中に見た

バシリスクは死んでしまう。また、やはり後ろから近づいて、ガラスの球をさ

っと頭からかぶせると、自分自身の吐く息の毒で死んでしまうのだそうだ。し

たがってバシリスクは自己破壊及び死の象徴とみなされ、自分自身を貧り食う

ことによって自分の存在を確認する悪魔を表わすとされた7)。

自分が自分の唯一最大の敵であるこの怪物は、いつも我と我が身を避けよう

とするクレシダの姿を思わせる。3幕2場、初めて言葉をかわす時のトロイラ

スとクレシダのやりとりを見てみよう。

7う′Oilus.Whatoffendsyou,lady?

Cnssida.Sir,mineowncompany.

7bilus.Youcannotshunyouself.

Cressida.Letmegoandtry.

トロイラス:何が気に入らないんですか?

クレシダ:私自身が。

トロイラス:自分自身を避けるわけにはいかないでしょう。

クレシダ:向こうに行って試してみますわ。 (III,ii.143-6)

クレシダはエゴイストではあるが、ナルシストではない。自分を本当に愛す

ることができないからだ。それどころか、自分の眼を呪い、自分自身を避けよ

うとする彼女は、自分という球体の中に閉じ込められた途端に自分の毒で死ぬ

しかないバシリスクそのものだ。他人だけでなく自分自身をも傷つける恐ろし

い眼を持つクレシダにとって、眼(eye)はすなわち自己(I)である、という
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例の言葉遊びは切実な問題となる。しかしこれは、自意識の牢獄に閉じ込めら

れ、自分自身の吐き出す毒によって命をおびやかされている現代人すべての問

題でもあるのだ。

こうして、無心に眠る赤子の後ろに隠されたイメージを次々と見てきたが、

最後に立ち現われる図像は、これらをすべて統合した、まさにarch-mOnSter

とでも呼びたくなるような怪物である(図4)。

これは、1545年頃ブロンズィーノによって措かれた『愛のアレゴリー』と

呼ばれる作品である8)。トロイラスはクレシダに向かって、`inallCupid's

pageantthereispresentednomonster(III.ii.73-74)'と言うが、まさに

`Cupid'spageant'と呼ぶにふさわしいこのブロンズィーノの絵の中に、実は

monsterが一匹潜んでいる。中央より少し右側の陰から、凍りつくような視線

をこちらに投げかけている無気味な少女に注目したい。美少女だったというメ

デューサの顔、見る人を石に変えるような冷たい視線、バシリスクを思わせる

竜の体に蛇の尻尾を持つこの少女は、今までに見たどの怪物よりもクレシダに

近い存在として感じられる。

真珠を髪飾りにつけ、蜜蜂の巣を誘いかけるように差し出す彼女の上半身は、

トロイラスの心の中で理想化されていたクレシダ像を体現しているかのようだ。

劇の初めのほうで、彼がクレシダを真珠と呼び(I.i.102)、さらに彼女との愛

の交歓の直前にはそれを想像して蜜の味にたとえていたことが思い出される

(III.ii.22)。しかしよく見ればこの少女は、悪魔の化身とされた竜の体をく

ねらせ、蛇のような尻尾の先はさそりのように分れているのだ。

ルネサンスの図像学において、蛇の尻尾を持つ女性像は「欺瞞」の寓意とし

てよく描かれた。図5にあげたリーバの「欺瞞」の図が一つの例である。その

意味で、ブロンズィーノの少女も「欺瞞」の寓意ととって間違いないと思う。

3幕2場の誓いの場面で`AsfalseasCressid,という有名な表現を使い、自ら

「欺瞞」のエンブレムとなっているクレシダに、ブロンズィーノの少女はます

ます近づいていくようだ。
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ただ不思議なのは、彼女がそのおぞましい姿にもかかわらず我々の眼をひき

つけてやまないこと、そしてそのあきらかな攻撃性にもかかわらず、どこか哀

しい影を宿していることである。パノフスキーが左手と右手を取り違えたほど

極端に損じ曲げられた体と腕は、彼女という怪物の解釈が決して一筋縄ではい

かないことを暗示しているようだ9)。

さらに彼女を謎めいた存在にしているのは、その脚かもしれない。バシリス

クやリーバの「欺瞞」は鳥の脚を持っているが、この少女はまるでライオンの

ような脚をしている。これは何を象徴しているのだろうか。

ここで思い浮かべられるもう一つの図像は、あのスフィンクスである。女性

の上半身とライオンの下半身を持ったスフィンクスは、道行く人たちに謎をか

けては、答えられない者を次々に殺していた。しかし、この謎を解いた者に王

国と王妃を与えるという布告を知ったオディブスがやってきて、それを見事に

解いてみせる。自分の身を恥じたスフィンクスは丘の上から身を投げ、オディ

ブスは自分の母とは知らずに王妃と結婚する。そしてすべてが明らかになった

とき、絶望したオディブスは自らの眼をえぐってしまう。スフィンクスのかけ

た謎は、結局オディブスの「眼を殺して」しまったのである。

蛇の体を持つバシリスクとのつながりで、その眼が人を殺す魔力を持ってい

るブロンズィーノの少女は、今度はスフィンクスとのつながりで、謎をかける

ことによって人の眼を殺す存在となる。そして自らの眼を見て死んでしまうバ

シリスクと、自らの眼をえぐりだすオディブスの姿とが、彼女の中で重なる。

メビウスの輪のようにねじれた彼女の体は、まるで`eyeskill'と`killeyes,を

交互に反転させながら映しだす、ゆがんだアナモルフォーズの鏡のようだ。

こうして、「無心に眠る赤ん坊」というクレシダ像の背後に一瞬姿を見せて

は消えていく様々な怪物たちの姿を見てきた。彼らは`kill,という一言の生み

出す眼に見えないほどの小さな傷を通して、観客の無意識の領域に忍び込み、
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そこでバクテリアのように成長を続ける。さらに、劇中に出てくるさまざまな

病気のイメージとあいまって、観客に奇妙な眩章や頭痛、名状Lがたい不快感

をもたらす。しかし、病原菌である怪物たちの姿をはっきり見た記憶のない観

客には、その原因はわからない。

こうしたサブリミナル効果の犠牲となって観客が体調を崩してしまうのは、

`eye'-すなわち「眼」、そして`I'-すなわち「自己」の病がクレシダだけ

のものではなく、劇の登場人物すべて、さらに近代に生きる人間皆の受け継ぐ

病気だからだ。そして自分自身の眼の誤ちで自分を破滅させてしまい、自我と

いう牢獄につながれて苦しんでいる人間たちは、皆クレシダだからだ。皮肉に

も、この劇のエピローグでパンダラスは観客にむかって言う。`Youreyes,

halfout,WeePOutatPandar'sfall;/…I'llsweatandseekaboutfor

eases,/Andatthattimebequeathyoumydiseases'(Ⅴ.x.4715)。この劇

は、観客である我々の眼をつぶし、遺言で病気を我々に譲り渡しながら幕を閉

じるのである。

では、この病を癒すにはどうすればいいのだろうか。アガメムノンのように、

私達もこう聞きたくなる。`Thenatureofthesicknessfound,Ulysses,/

Whatistheremedy?'(I.iii.140-1)。

もしかすると、`kill,という言葉が切実な響きを持って聞こえるのは、それ

が病の原因を暗示していると同時に、癒しにつながる遺をも示しているからか

もしれない。この病の唯一の治療法は、針のように小さな傷口を大きく切り開

き、潜んでいる怪物たちを皮膚の外、すなわち意識の世界に流し出して殺して

しまうことだからだ。

このことを頭においたうえで、`Sleepkillthoseprettyeyes'という文を、

もう一度正面から、祈願文として見てみよう。校滑な自分たちの眼をオディブ

スのようにえぐってしまいたい、そうすればこれまで見えなかった真実が見え

てくるかもしれない、という願望が`kill,という言葉に表われているとは言え

ないだろうか。`IstumbledwhenIsaw.,(KingLea7JV.i.19)というグロ
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スターの台詞にみられるように、現実の眼を失って初めて心の眼が開かれる、

というテーマはシェイクスピアの悲劇をずっと貫くものである。

また、「眼」(eye)をえぐることは「自我」(I=egO)をえぐり出すことに

通じる。この祈願文は、どうにかして自我から逃れ、深い安らぎをえたいとい

う人間の願いを表わしているようにも見える。`Sleepkillthoseprettyeyes'

の`eyes'-「眼」を`Is'-「自我」に変えれば、`SleepkiHthosepretty

"I"S'となる。眠り、すなわち自然の癒しの力によって、自分たちの校狩な自

我を殺してほしい、そうして初めて、宇宙の一部としての本当の「自己」(I=

Self)を取り戻せるだろう、という意識である。そのような眠りから目覚めた

ときには、小賢しい`I,S=eyeSを失った我々を太陽の`medicinableeye,(I.

iii.91)が癒してくれるかもしれないのだ。

後のロマンス劇において、眠り、あるいは象徴的な死の状態から蘇生して生

まれ変わるというテーマが常に劇の根底を流れているのもそれと無関係ではな

いだろう。死と再生の深いつながりを思うとき、`Sleepkillthosepretty

eyes'は、やがて`Thosearepearlsthatwerehiseyes'(771eTbn4)eStI.ii.

402)へと変貌していく可能性さえ秘めているように感じられる。

もしこの一行にそのような願いがこめられていたとすれば、17世紀の初頭

にこれを書いたシェイクスピアは、20世紀末の我々の直面している一番切実

な問題とその解決法を予言したことになる。それも、アナモルフォーズやホロ

グラムの遊び、そしてサブリミナル効果という、最も現代的なトリックを使い

ながら。

(;主)

1)JohnDoverWilson,ed.,T7VilusandCnssida(Cambridge,1957),p.75;Stanley

WellsandGaryTaylor,eds,,mlliamShakeQeare:771eCol砂IeteWorks(0Ⅹford,

1986),p.830.なお、本論中のmZg〟Sα〃dC7℃∫Sl(おからの引用は、この`kill,一語を除

いて、JohnDoverWilsonの版に準拠している。
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2)Cf.`skillessasunpractisedinfancy'(I.i.12);`simplerthantheinfancyoftruth'

(III.ii.169).

3)『トロイラスとクレシダ』の中では、赤ん坊と「無心」とは必ずしも結びついていな

いばかりか、むしろその道のイメージがユリシーズの台詞に出てくる。`Theprovi-
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196-200)ここで「考え」は、何も言わずにゆりかごの中にいる赤ん坊の姿をしている

が、実はそのたくらみを神の摂理はちゃんと見通しているのである。

4)`AnherhairwerenotsomewhatdarkerthanHelen'S-'(I.i.43);`0,thather

handノinwhosecomparisonallwhitesareink(I.i.57-58);`shewouldbeasfair

o'FridayasHeleniso'Sunday.ButwhatcareI?Icarenotanshewereablack-

amoor'(I.i.78-79).

5)MitsuruKamachi,`ThePurblindArgus:AHiddenEmblemin7bilusandCrtヲS-

Sidd,StudiesinEhglishLitemture(EnglishNumber1985),pp.21-35.

6)Cf.`TheravishedHelen,Menelaus'queen,/WithwantonParissled)S-and

that'sthequarrel,'(Prologue,9-10);`Yetthatwhichseemsthewoundto

kilL/Dothturnoh!ho!toha!ha!he!/Sodyinglovelivesstill.'(III.i.122-4);`stop

theの′eOfHelen'needle'(II.i.80).

7)自己破壊、自らを貧り食うイメジャリーは劇中にたいへん多い。`Andappetite,an

universalwolf,/Sodoublysecondedwithwillandpower,/Mustmakeperforcean

universalprey,/Andlasteatuphimself.'(I.iii.121-4);`Hethatisproudeatsup

himself:prideishisownglass,hisowntrumpet,hisownchronicle;andwhatever

praisesitselfbutinthedeed,devoursthedeedinthepraise.'(II.iii,153-6);

`Thosewoundshealillthatmendogivethemselves'(III.iii.229);`1echeryeatsit-

Self'(Ⅴ,iv.34).

8)この給を描いたブロンズィーノは当時よく知られた詩人でもあった。絵画と文学とは、

その共通の基盤となる神話、思想、イコノロジーからインスピレーションを受けながら、

互いを照らし合う鏡のように影響を与え合ったと考えられる。シェイクスピアがブロン

ズィーノの『愛のアレゴリー』を直接見たかどうかという議論よりも大切なのは、ルネ

サンス期の絵画と文学に共通する「愛のアレゴリー」の源泉がどこにあるかを探ってい

くことだろう。

9)ErwinPanofsky,StudiesinlconolQgy(0Ⅹford,1939),p.90
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『図像学事典』(岩崎美術社),135頁所収。
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